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新見市

真庭市

　 

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

新
見
・
真
庭
地
域
の
現
況

　
新に
い
み見
・
真ま
に
わ庭
地
域
は
、
岡
山
県
北
部
中
国
山
地
の
脊
せ
き
り
ょ
う梁
地

帯
に
位
置
し
、
街
道
が
交
差
す
る
要
所
と
し
て
古
く
か
ら
経

済
・
産
業
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

新
見
市
は
総
面
積
約
７
万
９
千
ha
、
真
庭
市
は
約

８
万
３
千
ha
と
広
大
で
岡
山
県
全
体
の
約
22
％
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
森
林
面
積
は
市
域
の
80
％
を
超
え
、
そ
の
う
ち

人
工
林
は
約
60
％
の
約
８
万
ha
と
ほ
ぼ
真
庭
市
の
面
積
が
人

工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
木
材
生
産
に
お
い
て
は
、
き
め
の
細
か
い
良
質
な
木
材
が

生
産
さ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
本
地
域
を
中
心
に
県

内
で
加
工
さ
れ
た
製
材
品
は
、
広
く
全
国
に
流
通
し
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
管
理
す
る
森
林
が
点
在
し
非
効
率
な
状
態
で
あ
る

本
地
域
は
、
森
林
所
有
規
模
は
小
規
模
・
零
細
で
、
森
林
所

有
者
の
高
齢
化
や
林
業
の
採
算
性
悪
化
か
ら
、
経
営
意
欲
の

低
下
、
保
育
や
間
伐
等
の
施
業
が
遅
れ
、
放
置
さ
れ
る
人
工

林
の
増
加
や
不
存
在
者
が
所
有
す
る
森
林
や
相
続
登
記
が
な

さ
れ
な
い
森
林
の
増
加
等
の
要
因
に
よ
り
、
森
林
の
管
理
水

準
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

林
業
成
長
産
業
化
構
想

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、今
後
、森
林
経
営
を
行
う
上
で
は
、点

在
す
る
森
林
を
面
的
に
管
理
で
き
る
よ
う
転
換
し
、森
林
整
備

を
促
進
す
る
。さ
ら
に
、皆
伐
再
造
林
や
天
然
林
の
更
新
伐
に

よ
り
森
林
の
再
生
や
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
森
林
の
循
環
利

用
を
促
進
し
適
正
な
管
理
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
30
年
に
新
見
・
真
庭
地
域
の
広
域
連
携
、

民
有
林
・
国
有
林
の
連
携
に
よ
る
効
率
的
な
森
林
整
備
を
と

お
し
て
、
森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
豊
富
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業

成
長
産
業
化
地
域
構
想
を
設
定
し
ま
し
た
。

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
主
な
取
組

　
当
地
域
で
は
、「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
」
に
基
づ
き
、

７
つ
の
重
点
目
標
を
定
め
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
主
な
取
組
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
新
見
・
真
庭
地
区
森
林
管
理
協
議
会
の
設
立

　
平
成
30
年
度
に
新
見・真
庭
地
域
森
林
管
理
協
議
会
設
立
準

備
協
議
会
を
新
見
市
森
林

組
合
に
置
き
、
平
成
31
年

３
月
28
日
に
新
見・真
庭
地

区
森
林
管
理
協
議
会
設
立

総
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
の
目
的
は
、
行
政
、

森
林
組
合
、
林
業
事
業
体

が
連
携
し
て
、
素
材
生
産
、

製
材
・
加
工
、
木
材
需
要
、

造
林
・
保
育
な
ど
各
段
階

で
地
域
全
体
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
向
け
取
組
み
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
近
隣
の
先
進
地
視
察
を
行
い
、
今
後
の
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
を
見
な
が
ら
森
林
の
集
約

化
・
適
正
管
理
に
よ
る
施
業
面
積
の
拡
大
に
繋
が
る
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
） Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
森
林
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
り
、

 

森
林
・
木
材
情
報
の
一
元
管
理
を
実
現

　
既
存
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
「
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
」
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
森
林
の
循
環
に
必
要

な
施
業
情
報
や
収
支
、
配
当
な
ど
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連

動
さ
せ
、
必
要
な
情
報
の
取
り
出
し
や
現
地
調
査
に
よ
る
状

況
写
真
や
毎
木
調
査
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
で
共
有

さ
せ
る
こ
と
で
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
意
向

調
査
、
集
積
計
画
、
配
分
計
画
等
を
作
成
す
る
際
の
基
盤
や

施
業
経
費
の
管
理
、
収
益
計
算
等
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
所
有
者
に
対
し
、
森
林
の
集
約
化
や
施
業
提
案
が
容
易

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
見
・
真
庭
地
域

森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
と

林
業
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て

基調講演
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（
３
）
広
域
木
材
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
真
庭
市
に
平
成
27
年
発
電
所
が
で
き
る
と
き
に
燃
料
と
な

る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
平
成
25

年
に
木
質
資
源
安
定
供
給
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
電
力
の
買
取
価
格
は
、
間
伐
材
等

由
来
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
い
わ
ゆ
る
未
利
用
材
の
価
格
が
一

番
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
未
利
用
材
で
あ
る
と
い
う
証

明
書
を
発
行
す
る
手
続
が
必
要
で
し
た
。

　
そ
こ
で
安
定
協
は
、「
真
庭
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
証
明

に
必
要
な
「
誰
の
所
有
で
、
誰
が
、
ど
の
場
所
か
ら
等
」
の

情
報
を
登
録
し
た
情
報
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
す
べ
て
の
流
通

を
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る
こ
と
で
素
材
生
産
可
能
量
、
林
地

残
材
搬
出
可
能
量
な
ど
森
林
資
源
量
の
把
握
や
も
の
の
見
え

る
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
管
理
を
行

う
こ
と
で
無
断
伐
採
・
違
法
伐
採
の
防
止
に
も
つ
な
が
っ
て

お
り
、
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
燃
料
は
真
庭
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
で
受
け
入
れ
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
27
年
以
降
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料
供
給
は

非
常
に
順
調
で
、
そ
の
理
由
は
川
上
（
森
林
所
有
者
）
か
ら

川
下
（
発
電
所
）
ま
で
す
べ
て
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
は
今
ま
で
お
金
に
な
ら
な
か
っ
た
未
利
用
材

が
お
金
に
な
る
こ
と
に
よ
り
所
得
が
向
上
、
素
材
業
者
は
、

安
定
し
た
事
業
量
が
確
保
で
き
収
益
ア
ッ
プ
、
製
材
所
、
原

木
市
場
は
今
ま
で
処
理
に
困
っ
て
い
た
端
材
や
バ
ー
ク
も
発

電
に
利
用
で
き
経
費
の
削
減
、
チ
ッ
プ
工
場
も
安
定
し
た
事

業
量
が
確
保
で
き
収
益
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
新
見
市
に
新
し
く
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
に
新
見
市
を
入
れ
て

更
に
広
域
的
な
流
通
管
理
の
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
通
常
、
１
つ
の
発
電
所
に
供
給
す
る
フ
ロ
ー
と
な
り
ま
す

が
、
新
見
の
発
電
所
が
増
加
す
る
こ
と
で
２
つ
の
発
電
所
へ

の
供
給
を
管
理
・
証
明
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
。

　
真
庭
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
新
見
市
で
構
築
す
る

よ
り
も
今
あ
る
真
庭
シ
ス
テ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
利
用

す
る
こ
と
で
か
な
り
の
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
発
電
所
が
一
つ
で
あ
っ
た
が
二
つ
に
な
る

こ
と
で
互
い
に
課
題
と
な
る
安
定
供
給
体
制
の
強
化
と
証
明

が
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
今
後
も
林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
に
基
づ
き
、担
い
手
の

確
保
や
人
工
林
だ
け
で
な
く
広
葉
樹
の
利
用
拡
大
、発
電
所
で

発
生
す
る
燃
焼
灰
の
再
利
活
用
な
ど
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を

目
指
し
、「
植
え
る
」「
育
て
る
」「
伐
る
」「
使
う
」の
林
業
サ
イ
ク

ル
が
機
能
す
る
地
域
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

バイオマス発電所
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７つの重点目標
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